	[bookmark: _GoBack]様式第1号(第6条関係)
	公社記入欄

	
	受付番号
	

	公益財団法人　東京都中小企業振興公社
	受付日
	

	理　事　長　 殿
	受付者
	



所在地

名称

代表者（役職）
（氏名）　　　　　　　　　　実印


平成29年度 次世代イノベーション創出プロジェクト2020助成事業 申請書


下記のとおり助成事業を実施したいので、別紙の書類を添えて、助成金の交付を申請します。


記


1 開発支援テーマ（該当するものに○を記入、複数選択可）
	健康・スポーツ
	医療・福祉
	環境・エネルギー
	危機管理

	
	①
	スポーツ・
健康増進
	
	③
	安全に資する
技術・製品
	
	⑥
	スマート
エネルギー
	
	⑨
	防災・減災

	
	②
	障害者スポーツ
	
	④
	介護・福祉機器
	
	⑦
	資源の
リサイクル
	
	⑩
	災害時の
情報提供・収集

	
	
	
	
	⑤
	各種医療機器と
その部品・部材
	
	⑧
	環境改善
	
	⑪
	インフラ
メンテナンス

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	⑫
	生活の
安全・安心



2 申請テーマ（20文字以内）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	の開発



3 助成金交付申請額　　　　　　　　　　　　　円

4 研究開発数量　　　　　　　　台（セット）

5 事業終了予定日　　　平成　　年　　月　　日

6 設定する期の数　　　計　　　　　　　　　期



実施計画別紙

1. 申請者の概要
	フリガナ
	
	代表者
	フリガナ
	

	名称
	
	
	氏名
	

	
	
	
	役職
	

	本店
所在地
	〒
	
	都内登記
所在地
	〒
	

	
	
	
	

	連絡先
所在地
	〒
	
	ＴＥＬ
	

	
	
	ＦＡＸ
	

	連絡
担当者
	フリガナ
	
	部署
（役職）
	

	
	氏名
	
	
	

	
	E-mail
	＠

	事業開始
	創業
	年　　月　　日
	資本金
	
	円

	
	法人設立
	年　　月　　日
	
	(うち大企業からの出資
	
	円)

	役員数
	
	人（監査役を含む）
	従業員数
	
	人(うち正社員
	
	人)

	業種
	
	ＵＲＬ
	

	事業概要
	

	主要製品
	



2. 補助金・助成金申請状況
過去５年間における補助金・助成金のうち、国・都・公社等から交付を受けた実績及び申請中の助成事業等について直近のものから順に記載してください。
	年度
	申請先
	助成事業名
	申請テーマ
	助成金額（円）
	本申請との関係

	
	
	
	
	
	関係を選択

	
	
	
	
	
	関係を選択

	
	
	
	
	
	関係を選択

	
	
	
	
	
	関係を選択

	
	
	
	
	
	関係を選択




3. 東京都及び公社事業の利用状況
過去５年間における東京都及び公社事業の利用状況について直近のものから順に記載してください。
	年度
	利用事業
	現状

	
	利用事業を選択
	利用状況を選択

	
	利用事業を選択
	利用状況を選択

	
	利用事業を選択
	利用状況を選択

	
	利用事業を選択
	利用状況を選択

	
	利用事業を選択
	利用状況を選択



4. 直近決算年度における主要取引先と年間売上高
	主要取引先
	年間売上高

	1 
	
	
	千円

	2 
	
	
	千円

	3 
	
	
	千円

	その他の取引先
	
	千円

	合計（直近の損益計算書の売上高）
	
	千円



5. 事業の実施場所
主たる研究開発が実施され、公社が検査等でその実態を確認できる場所を記入してください。なお、実施場所は自社施設（借り上げ可）に限ります。
	名称
	
	ＴＥＬ
	

	所在地
	〒
	





6. 研究開発の概要
	(1) 申請テーマ（表紙のテーマを転記）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	の開発

	(2) 研究開発の概要（図表等を使用せず２００字以内で簡潔に記載）※採択時には一般公開されます。

	

	(3) 研究開発を実施する背景、必要性（図表等を使用せず４００字以内で簡潔に記載）

	

	(4) 開発支援テーマとの適合性（図表等を使用せず４００字以内で簡潔に記載）

	





7. 研究開発の達成目標
	(1) 本研究開発における技術開発要素の「新規性」・「優秀性」（箇条書き、各１点以上２点以内）

	番号
	新規性
	番号
	優秀性

	新-1
	
	優-1
	

	新-2
	
	優-2
	

	(2) 各期の達成目標（(1)の技術開発要素について、毎期の達成目標（機能または性能目標）を設定してください。）

	期
	番号
	開発内容
	機能目標
	性能目標
	達成を証明するもの

	1
	新-1
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	
	新-2
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	
	優-1
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	
	優-2
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	2
	新-1
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	
	新-2
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	
	優-1
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	
	優-2
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	3
	新-1
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	
	新-2
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	
	優-1
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	
	優-2
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	4
	新-1
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	
	新-2
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	
	優-1
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	
	優-2
	
	
	
	☐仕様書 ☐図面 ☐設計書 ☐試験報告書
☐写真 ☐その他（　　　　　　　　　）

	(3) 本研究開発全体の完了を証明するもの（申請テーマの開発終了を証明するもの）

	仕様書(必須)　評価報告書(必須)　☐図面　☐設計書　☐写真　☐その他

	その他の詳細（
	
	）





8. 研究開発の詳細（必要に応じて枠のサイズを変更していただいて構いません。）
	(1) 新規性（本研究開発と自社内の既存事業との関連性、技術開発要素の独自性等）

	番号
	内容

	新-1
	

	新-2
	

	(2) 優秀性（技術開発要素の既存物に対する優位性、技術的な波及効果、社会的な貢献度等）

	番号
	内容

	優-1 
	

	優-2 
	

	(3) 市場性

	1 ターゲット市場・顧客
	

	2 事前のニーズ調査
	事前調査
	☐実施した　　　☐実施していない

	3 
	調査対象
	

	4 
	調査結果
	

	5 
	試作品の
テストマーケティング
方法
	

	6 市場投入時期
	

	7 販路開拓の手法
	

	8 販売価格と売上見込み
	




	(4) 実現性

	1 本事業における技術的課題とその解決方法

	
	番号
	技術的課題
	解決方法
	担当部署

	
	新-1
	
	
	

	
	新-2
	
	
	

	
	優-1
	
	
	

	
	優-2
	
	
	

	2 研究開発の社内外体制、担当者の役割分担等

	





	3 
本研究開発の基礎となる研究開発の実績（助成事業に申請前に実施した研究開発の実績等）

	
	(1) 基礎となる研究開発の実績

	
	

	
	(2) 統括管理者

	
	氏名
	
	雇用期間
	

	
	所属部署
	
	役職
	

	
	技術面での
得意分野
	

	
	研究開発経歴
	

	4 産業財産権

	
	(1) 本事業に係る技術について特許情報プラットフォーム（J-PlatPat）等で先行技術調査をしている
	☐はい　　　☐いいえ

	
	(2) [bookmark: _Ref467254957]本研究開発に必要な産業財産権を出願又は保有している
	☐はい　　　☐いいえ

	
	(3) (ｲ)の権利の詳細
	☐特許権　☐実用新案権　☐意匠権　☐商標権

	
	(4) 
	公開番号・登録番号等：
	

	
	(5) [bookmark: _Ref467254963]他者から本研究開発実施に必要な産業財産権の実施許諾を受ける予定である
	☐はい　　　☐いいえ

	
	(6) (ｴ)の権利の詳細
	☐特許権　☐実用新案権　☐意匠権　☐商標権

	
	(7) 
	公開番号・登録番号等：
	

	
	(8) 本研究開発の成果を産業財産権として出願する
	☐はい　　　☐いいえ

	5 法令遵守、環境配慮、安全性確保への取り組み

	





9. 主たる連携先
本研究開発の実施に当たり、知見や技術ノウハウを活用させてもらう他企業、大学、公的試験研究機関等について記載してください。なお、製作や加工作業の委託・外注先はこれに含みません。

	1 費用番号
	
	2 名称
	

	3 担当者
	
	4 部署・役職
	

	5 活用する知見・ノウハウ

	

	6 連携内容

	

	7 連携に至った経緯

	




10. 補足
	専門用語の解説（本助成事業において解説が必要な用語がある場合は記入してください）。

	





- 2 -

11. 助成事業のフロー・スケジュール
本研究開発の開始から完了に至る流れと実施する期を記載し、各作業について自社作業の場合は「〇」、共同研究の場合は「△」、他社作業場合は「▲」を実施予定時期に記入してください。また、資金計画に記載した費用が支出されている場合は、その費用番号も記入してください。
	記載する必要のある費用（カッコ内は費用番号の例）
	原材料・副資材費（原-○○）、機械装置・工具器具費（機-○○）、委託・外注費（委-○○）、
産業財産権出願・導入費（産-○○）、展示会等参加費（展-○○）、広告費（広-○○）



	No.
	実施期
	作業名
	具体的作業内容
	平成30年
	平成31年
	平成32年
	平成33年
	支出する費用の番号

	
	
	
	
	1
	4
	7
	10
	1
	4
	7
	10
	1
	4
	7
	10
	1
	4
	7
	10
	

	
	
	
	
	～
	～
	～
	～
	～
	～
	～
	～
	～
	～
	～
	～
	～
	～
	～
	～
	

	
	
	
	
	3
	6
	9
	12
	3
	6
	9
	12
	3
	6
	9
	12
	3
	6
	9
	12
	

	(1) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(2) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(3) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(4) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(5) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(6) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(7) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(8) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(9) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(10) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(11) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(12) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(13) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(14) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(15) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	(16) 
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



